
年間授業計画

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組

使用教科書： 7　実教　福祉７０１　社会福祉基礎 副教材： 最新：介護福祉養成講座２　社会の理解　中央法規

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・指導事項 【知識及び技術】

【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】 ・教材 【学びに向かう力、人間性等】
教科書、テキスト、

社会福祉小六法、プリント

一人一台端末

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 〇 〇 1

・指導事項 【知識及び技術】

【知識及び技術】 高齢者保健福祉の動向、介護保険制度

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】 ・教材 【学びに向かう力、人間性等】
教科書、テキスト、
社会福祉小六法、プリント
一人一台端末

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 〇 〇 1

・指導事項 【知識及び技術】

【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】 ・教材 【学びに向かう力、人間性等】

教科書、テキスト、
介護福祉用語辞典
社会福祉小六法、プリント

一人一台端末

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 〇 〇 1
・指導事項
●介護実践にj関連する諸制度 【知識及び技術】

【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】 ・教材 【学びに向かう力、人間性等】

教科書、テキスト、
社会福祉小六法、プリント
一人一台端末

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 〇 〇 1

・指導事項 【知識及び技術】
【知識及び技術】 ●介護実践にj関連する諸制度

【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
【学びに向かう力、人間性等】 ・教材

定期考査 〇 〇 1
合計

３

学

期

・介護実践にj関連する諸制度

〇 〇

〇 〇 〇

70

〇 11

公的扶助、就労支援・雇用促進に関する制度
などについて、理解した内容を記入する

公的扶助、就労支援・雇用促進に
関する制度などについて、理解し
ている

貧困と生活困窮に関する制度、地
域生活を支援する制度

公的扶助、就労支援・雇用促進に関する制度
などについて、考察した内容を記入する公的扶助、就労支援・雇用促進に

関する制度などに関する課題を発
見し、職業人に求められる倫理観
を踏まえ科学的な根拠に基づいて
創造的に解決している

公的扶助、就労支援・雇用促進に関する制度
などについて、グループワークで話し合った
内容をまとめ、発表する

公的扶助、就労支援・雇用促進に
関する制度などについて、自ら学
び、主体的かつ協働的に取り組も
うとしている

教科書、テキスト、社会福祉小六
法、プリント、一人一台端末

２

学

期

・障害者保健福祉と障害者自立支
援制度（障害者総合支援制度）

障害者福祉の現状、障害者総合支
援制度の目的・サービス内容など
について理解している

障害者福祉の現状、障害者総合支
援制度の目的・サービス内容など
に関する課題を発見し、職業人に
求められる倫理観を踏まえ科学的
な根拠に基づいて創造的に解決し
ている

障害者福祉の現状、障害者総合支
援制度の目的・サービス内容など
について、自ら学び、主体的かつ
協働的に取り組もうとしている

・介護実践に関連する諸制度

16

個人の権利を守る制度、保健医療
に関する制度

虐待防止・保健医療に関する制度などから理
解した内容を記入する

虐待防止・保健医療に関する制度
などについて、理解している 虐待防止・保健医療に関する制度などについ

て、考察した内容を記入する

虐待防止・保健医療に関する制度
などの課題を発見し、職業人に求
められる倫理観を踏まえ科学的な
根拠に基づいて創造的に解決して
いる。

〇 〇 〇 14

●障害者保健福祉と障害者自立支
援制度（障害者総合支援制度）

障害者福祉の現状、障害者総合支援制度の目
的・サービス内容などについて、理解した内
容を記入する

障害者福祉の現状、障害者総合支援制度の目
的・サービス内容などについて、考察した内
容を記入する

障害者福祉の現状、障害者総合支援制度の目
的・サービス内容などについて、グループ
ワークで話し合った内容をまとめ、伝えるこ
とができる

虐待防止・保健医療に関する制度などについ
て、グループワークで話し合った内容をまと
め、クラス全体に伝えることができる

虐待防止・保健医療に関する制度
などについて、自ら学び、主体的
かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

〇 〇 〇 12

●高齢者保健福祉と介護保険制度 高齢者の健康保持と社会参加、介護保険のし
くみの基本的理解などについて理解した内容
を記入する

高齢者の健康保持と社会参加、介
護保険のしくみの基本的理解など
について理解している

高齢者の健康保持と社会参加、介護保険のし
くみの基本的理解などについて、考察した内
容を記入する

高齢者の健康保持と社会参加、介
護保険のしくみの基本的理解など
について、課題を発見し、職業人
に求められる倫理観を踏まえ科学
的な根拠に基づいて創造的に解決

高齢者の健康保持と社会参加、介護保険のし
くみの基本的理解などについて、グループ
ワークで話し合った内容をまとめ、他の人に
説明できる

高齢者の健康保持と社会参加、介
護保険のしくみの基本的理解など
について自ら学び、主体的かつ協
働的に取り組もうとしている

社会保障制度の意義と役割、日本国憲法と社
会保障などについて、理解した内容を記入す
る

社会保障の基本的な考え方、日本
の社会保障制度のしくみ、現代の
社会保障社会保障制度の意義と役割、日本

国憲法と社会保障などについて、
理解している

社会保障制度の意義と役割、日本国憲法と社
会保障などについて、考察した内容を記入す
る

社会保障制度の意義と役割、日本
国憲法と社会保障などについて、
職業人に求められる倫理観を踏ま
え科学的な根拠に基づいて創造的
に解決している

社会保障制度の意義と役割、日本国憲法と社
会保障などについて、グループワークで話し
合った内容をまとめ、発表する

態 配当
時数

１

学

期

・社会保障制度

〇 〇 〇 12

●社会保障制度

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

社会保障制度の意義と役割、日本
国憲法と社会保障などについて、
自ら学び、主体的かつ協働的に取
り組もうとしている

・高齢者保健福祉と介護保険制度

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

社会福祉について体系的に・系統的に理解すると
ともに、関連する技術を身に付けるようにする。

社会福祉の展開に関する課題を発見し、職業人
に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基
づいて創造的に解決する力を養う。

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学
び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働的
に取り組む態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】 福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会福祉の創造と発展に主
体的かつ協働的に取り組む態度を養う

社会福祉基礎 現代社会における社会福祉の意義や役割を理解するとともに関連する技術を身に付け、社会福祉の向
上と発展にを担うために必要な資質・能力の育成する

福祉
福祉における実践的・体験的な学習活動を通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可能な
福祉社会の発展を担う職業人の育成を目指す

野津田 福祉 社会福祉基礎
福祉 社会福祉基礎 2



年間授業計画

高等学校 令和８年度（2学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

7実教　福祉702　介護福祉基礎　　副教材：最新　介護福祉士養成講座4　第2版　介護の基本Ⅱ

福祉 介護福祉基礎
福祉 介護福祉基礎 2

介護福祉基礎
介護の意義と役割を理解するとともに関連する技術を身に付け、地域における継続した生活の支援を
担う職業人として必要な資質・能力を育成する。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

基礎的な介護知識の習得のほか、現代の福祉課題を捉え
考察し、選択・判断するための手がかりとなる概念や理
論について理解し、関連する技術を身につける。また、
様々な資料から、介護福祉分野における課題を読み取
り、現在の状況を知り介護実習の実践に繋げる。

介護に関する課題を発見し、職業人に求められてい
る適切な倫理観を養い、科学的根拠に基づいた介護
方法を身につけ、確かな創造力に基づいた介護実践
する力を養う。

よりよい社会の実現（共生社会）に向けて、自己に
求められている役割を理解すると共に、現代の諸課
題を整理し主体的に解決しようとする態度を養う。
福祉の見方・考え方を多面的に捉える力を養い協働
的に取り組む力も身につける。

福祉

【 知　識　及　び　技　能 】 福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける。

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に主体
的かつ協働的に取り組む姿勢を養う。

福祉における実践的・体験的な学習活動を通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可
能な福祉社会の発展を担う職業人の育成を目指す。

態
配当
時数

１

学

期

●介護を必要とする人の理解

第1章 介護福祉を必要とする人の理解
第1節　私たちの生活の理解
第2節　介護福祉を必要とする人たちの暮ら
し
第3節　「その人らしさ」と「生活ニーズ」
の理解
第4節　生活のしづらさの理解とその支援

【知識及び技術】
私たちにとって「生活とは何か」理解し、利
用者の生活背景を理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
自分の「生活のこだわり」を発表して、他者
との「生活の違い」に気づけるようにする。
利用者に対してサービスの説明ができるよう
に内容を理解する。
【学びに向かう力・人間性等】
事例から利用者に必要なサービスを考えよう
とする態度を養う。

【指導項目】
●介護を必要とする人の理解

第1章 介護福祉を必要とする人の理解
第1節　私たちの生活の理解
第2節　介護福祉を必要とする人たちの
暮らし
第3節　「その人らしさ」と「生活ニー
ズ」の理解
第4節　生活のしづらさの理解とその支
援

・生活とは何か
・生活の特性
・その人らしさとは何か
・生活ニーズの理解
　

【教材】
教科書、ワーク、プリント

【知識及び技術】
「生活とは何か」について記入している。
利用者の「その人らしさ」と「生活ニーズ」の関係
を記入している。

【思考力・判断力・表現力等】
「生活のこだわり」から「その人らしさ」を考察し
ている。
事例をとおして、利用者に必要なサービスについて
考察して説明することができる。

【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」として、利用者に対してサービス内
容を自ら伝えることができる。

○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

●介護サービス
第2章　介護福祉を必要とする人の生活
を支えるしくみ
第1節　利用者の生活を支えるしくみ
第2節　生活を支えるフォーマルサービ
ス（社会的サービス）とは

【知識及び技術】
居宅介護サービスや施設サービスについ
て理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
高齢者が住み慣れた地域で生活するため
には、どうすれば良いのか考えられるよ
うに説明する。利用者に対してサービス
の説明ができるように内容を理解する。
【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」と「地域」との関係につ
いて考えようとする態度を養う。

【指導項目】
●介護サービス

第2章　介護福祉を必要とする人の生活
を支えるしくみ
第1節　利用者の生活を支えるしくみ
第2節　生活を支えるフォーマルサービ
ス（社会的サービス）とは

・居宅介護サービス
・施設サービス

【教材】
教科書、ワーク、プリント

【知識及び技術】
居宅介護サービスや施設サービスについて理解す
る。

【思考力・判断力・表現力等】
高齢者が住み慣れた地域で生活するためには、どう
すれば良いのか考察して説明することができる。

【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」として、利用者に対してサービス内
容を自ら伝えることができる。

○ ○ ○ 12

小テスト
○ ○

〇 〇

２

学

期

●介護サービス
第2章　介護福祉を必要とする人の生活を支
えるしくみ
第2節　生活を支えるフォーマルサービス
（社会的サービス）とは
第3節 生活を支えるインフォーマルサービス
（私的サービス）とは

【知識及び技術】
地域密着型サービスや障害福祉サービスにつ
いて理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
高齢者が住み慣れた地域で生活するために
は、どうすれば良いのか考えられるように説
明する。利用者に対してサービスの説明がで
きるように内容を理解する。
【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」と「地域」との関係について
考えようとする態度を養う。

【指導項目】
●介護サービス

第2章　介護福祉を必要とする人の生活
を支えるしくみ
第2節　生活を支えるフォーマルサービ
ス（社会的サービス）とは
第3節 生活を支えるインフォーマルサー
ビス（私的サービス）とは

・地域密着型サービス
・障害福祉サービス

【教材】
教科書、ワーク、プリント

【知識及び技術】
地域密着型サービスや障害福祉サービスについて記
入している。

【思考力・判断力・表現力等】
高齢者が住み慣れた地域で生活するためには、どう
すれば良いのか考察して説明することができる。

【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」として、利用者に対してサービス内
容を自ら伝えることができる。

〇 〇 〇 14

小テスト

15

定期考査 〇 〇

合計

70

〇 15

定期考査

1

1
定期考査

○ ○

1

1

●介護実践における連携
第2章　介護福祉を必要とする人の生活を支
えるしくみ
第4節　地域連携
第4章　協働する多職種の機能と役割
第1節　多職種連携・協働の必要性

【知識及び技術】
地域共生社会や地域包括ケアシステムついて
理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
「利用者と地域」の関係性について説明する
ことができる。
【学びに向かう力・人間性等】
「施設と地域」、「在宅と地域」の関わりに
ついて学ぼうとする態度を養う。

【指導項目】
●介護実践における連携

第2章　介護福祉を必要とする人の生活
を支えるしくみ
第4節　地域連携
第4章　協働する多職種の機能と役割
第1節　多職種連携・協働の必要性

【教材】
教科書、ワーク、プリント

【知識及び技術】
地域共生社会や地域包括ケアシステムついて記入し
ている。

【思考力・判断力・表現力等】
なぜ地域共生社会や地域包括ケアシステムがあるの
か考察して説明することができる。

【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」がどのように地域と関わっているの
か自ら伝えることができる。

〇 〇 〇

３

学

期

●介護実践における連携
第2章　介護福祉を必要とする人の生活
を支えるしくみ
第3節　保健・医療・福祉職の役割と機
能
第4節　多職種連携・協働の実際

【知識及び技術】
多職種連携にかかわる保健・医療・福祉
職の役割と機能を理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
多職種連携がどのように利用者と関わる
のか考察することができる。
【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」がどのように多職種連携
に携わるのか自ら伝えることができる。

●介護実践における連携

第2章　介護福祉を必要とする人の生活
を支えるしくみ
第3節　保健・医療・福祉職の役割と機
能
第4節　多職種連携・協働の実際

【教材】
教科書、ワーク、プリント

【知識及び技術】
多職種連携にかかわる保健・医療・福祉職の役割と
機能について記入している。

【思考力・判断力・表現力等】
多職種連携がどのように利用者と関わるのか考察す
ることができる。

【学びに向かう力・人間性等】
「介護福祉士」がどのように多職種連携に携わるの
か自ら伝えることができる。

〇 〇

〇 〇



年間授業計画

高等学校 令和8年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組

使用教科書：７実教　福祉３０３　生活支援技術

副教材：最新　介護福祉士養成講座　6　生活支援技術Ⅰ、最新　介護福祉士養成講座　7　生活支援技術Ⅱ

　 最新　介護福祉士養成講座　8　生活支援技術Ⅲ、最新　介護福祉士養成講座　15　医療的ケア

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技術】 【知識及び技術】
●自立に向けた排泄の介助

●医療的ケア実施の基礎

【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○ 1

・指導項目 【知識及び技術】
●自立に向けた食事の介助
●医療的ケア実施の基礎

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○ 1

【知識及び技術】 ・指導項目 【知識及び技術】
●自立に向けた入浴・清潔保持の介助

●医療的ケア実施の基礎

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
【学びに向かう力、人間性等】 ・教材

定期考査 ○ ○ 1

【知識及び技術】 ・指導項目 【知識及び技術】
●自立に向けた家事の介護

●喀痰吸引（基礎的知識・実施手順）

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
【学びに向かう力、人間性等】

・教材

定期考査 ○ ○ 1

【知識及び技術】 ・指導項目 【知識及び技術】
●自立に向けた睡眠の介護
●終末期の介護
●経管栄養（基礎知識・実施手順）

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
【学びに向かう力、人間性等】

・教材

定期考査 ○ ○ 1

合計

105

○ ○ 20

心身の状況に合わせた睡眠・終末
期介助、栄養剤、急変・事故発
生、経管栄養の概論・手順などつ
いて、教科書やプリントの記述な
どから理解する

心身の状況に合わせた睡眠・終末期介助、
栄養剤、急変・事故発生、経管栄養の概
論・手順などついて、理解した内容をワー
クシートに適切に記入する

・自立した睡眠・終末期の介護、
睡眠・終末期の介護における多職
種との連携、心身の状況の理解、
睡眠・終末期介助方法など

心身の状況に合わせた睡眠・終末期介助、
栄養剤、急変・事故発生、経管栄養の概
論・手順などついて、ら考察し、内容を記
入し表現できる

心身の状況に合わせた睡眠・終末
期介助、栄養剤、急変・事故発
生、経管栄養の概論・手順などつ
いて、考察し、表現する

・高齢者・障害児者の経管栄養概
論やそれらの実施手順解説

心身の状況に合わせた睡眠・終末期介助、
栄養剤、急変・事故発生、経管栄養の概
論・手順などついて、実践の中で得た考え
に対し、グループで話し合い、他者の意見
を取り入れながらまとめ、発表する

○ ○ 20

心身の状況に合わせた入浴・清潔
保持介助、感染予防、心身の健康
などついて、教科書やプリントの
記述などから理解する

心身の状況に合わせた入浴・清潔保持、感
染予防、心身の健康などついて、理解した
内容を記入する。

・自立した入浴・清潔保持の介
護、入浴・清潔保持の介護におけ
る多職種との連携、心身の状況の
理解、入浴・清潔保持介助方法な
ど

心身の状況に合わせた入浴・清潔保持、感
染予防、心身の健康などついて、適切な判
断をし、ワークシートに記入する。

・自立に向けた睡眠の介護
・終末期の介護
・経管栄養（基礎知識・実施手
順）

３

学

期

○

心身の状況に合わせた睡眠・終末
期介助、栄養剤、急変・事故発
生、経管栄養の概論・手順などつ
いて、グループで話し合った内容
をまとめて自ら発表する

教科書、テキスト、ワークシー
ト、一人一台端末

○ ○ ○ 20

心身の状況に合わせた家事介助、
呼吸の働き、喀痰吸引の概論・手
順などついて、教科書やプリント
の記述などから理解する

心身の状況に合わせた家事の介助、呼吸の
働き、喀痰吸引の概論・手順などついて、
理解した内容を記入する

・自立した家事の介護、家事の介
護における多職種との連携、心身
の状況の理解、家事介助方法など

心身の状況に合わせた家事の介助、呼吸の
働き、喀痰吸引の概論・手順などついて、
適切な判断をし、ワークシートに記入する

心身の状況に合わせた家事介助、
呼吸の働き、喀痰吸引の概論・手
順などついて、考察し、表現する ・高齢者・障害児者の喀痰吸引概

論やそれらの実施手順解説
心身の状況に合わせた家事の介助、呼吸の
働き、喀痰吸引の概論・手順などついて、
グループワークで話し合った内容をまと
め、発表を通して共有する

心身の状況に合わせた家事介助、
呼吸の働き、喀痰吸引の概論・手
順などついて、グループで話し
合った内容をまとめて自ら発表す
る

教科書、テキスト、ワークシー
ト、一人一台端末

心身の状況に合わせた入浴・清潔
保持、感染予防、心身の健康など
ついて、考察し、表現する

・介護職の感染予防、消毒と殺菌、
心身の健康など

心身の状況に合わせた入浴・清潔保持、感
染予防、心身の健康などついて、グループ
ワークで話し合った内容をまとめ、発表を
通して共有する。

心身の状況に合わせた入浴・清潔
保持、感染予防、心身の健康など
ついて、グループで話し合った内
容をまとめて自ら発表する

教科書、テキスト、ワークシー
ト、一人一台端末

・自立に向けた家事の介護
・喀痰吸引（基礎的知識・実施手
順）

・自立に向けた入浴・清潔保持の
介助
・医療的ケア実施の基礎

２

学

期

○

教科書、テキスト、ワークシー
ト、一人一台端末

・自立に向けた食事の介助
・医療的ケア実施の基礎

【知識及び技術】

○ ○ ○ 20

心身の状況に合わせた食事介助、
安全な実施、救急蘇生ついて、教
科書やプリントの記述などから理
解する

心身の状況に合わせた食事介助、安全な実
施、救急蘇生ついて、理解した内容をワー

・自立した食事の介護、食事の介
護における多職種との連携、心身
の状況の理解、食事介助方法など

心身の状況に合わせた食事介助、安全な実
施、救急蘇生ついて、考察した内容を記入
する。

心身の状況に合わせた食事介助、
安全な実施、救急蘇生ついて、教
考察し、表現する

・喀痰吸引や経管栄養の安全な実
施実施、救急蘇生など安全な療養
生活

心身の状況に合わせた食事介助、安全な実
施、救急蘇生ついて、グループワークで話
し合った内容をまとめ、発表する。

心身の状況に合わせた食事介助、
安全な実施、救急蘇生ついて、グ
ループで話し合った内容をまとめ
て自ら発表する

・教材
教科書、テキスト、ワークシー
ト、一人一台端末

態 配当
時数

・自立に向けた排泄の介助
・医療的ケア実施の基礎

１

学

期

・指導項目

○ ○ ○ 20

心身の状況に合わせた排泄介助、
医療的ケアや制度ついて、教科書
やプリントの記述などから理解す
る

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

心身の状況に合わせた排泄介助、医療的ケ
アや制度ついて、理解した内容をワーク
シートに記入する。

・自立した排泄の介護、排泄の介
護における多職種との連携、心身
の状況の理解、排泄介助方法など

心身の状況に合わせた排泄介助、医療的ケ
アや制度ついて、考察した内容を記入す
る。

心身の状況に合わせた排泄介助、
医療的ケアや制度ついて、考察
し、表現する。 ・医療行為、喀痰吸引等制度や背

景など医療的ケア
心身の状況に合わせた排泄介助、医療的ケ
アや制度ついて、グループワークで話し
合った内容をまとめ、発表する。

心身の状況に合わせた排泄介助、
医療的ケアや制度ついて、グルー
プで話し合った内容をまとめて自
ら発表する。

・教材

生活支援技術 サービス利用者主体の生活支援の在り方を理解するとともに関連する技術を身に付け、尊厳の
保持や自立支援に根ざした継続的で豊かな生活支援に必要な資質・能力を育成する

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自立生活の支援について体系的・系統的に理解
するとともに、関連する技術を身に付けるよう
にする。

自立生活の支援の展開に関する課題を発見し、
職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根
拠に基づいて創造的に解決する力を養う。

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学
び、自立生活の適切な支援に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

福祉 福祉における実践的・体験的な学習活動を通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可
能な福祉社会の発展を担う職業人の育成を目指す

【 知　識　及　び　技　術 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会福祉の創造と発展に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う

野津田 福祉科 生活支援技術
福祉 生活支援技術 3



年間授業計画

教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

福祉 介護過程
福祉 介護過程 2

高等学校 令和８年度（２学年用） 

介護過程

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

介護過程について体系的・系統的に理解すると
ともに、関連する技術を身につける。

介護過程の展開に関する課題を発見し、職業人
に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基
づいて創造的に解決する力を養う。

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学
び、介護過程の適切な展開に主体的かつ協働的
に取り組む態度を養う。

７実教　福祉７０６　介護過程　　副教材：最新　介護福祉士養成講座　９　介護過程

福祉

【 知　識　及　び　技　能 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける。

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、福祉を
通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可能な社会福祉の発展を担う職業人として
必要な資質・能力を育成する。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展
に主体的かつ協働的に取り組む姿勢を養う。

福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、介護過
程の展開に必要な資質・能力を育成する。

態
配当
時数

１
学
期

・介護過程の意義と役割
【知識及び技能】
サービス利用者の援助における科
学的根拠に基づいた介護を専門職
として実践するための知識を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
サービス利用者のニーズを引き出
し、個別援助につながる課題や思
考する必要性などについて、創造
的に取り組む態度を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
サービス利用者の個別性と自立し
た生活を支援するために主体的か
つ協働的に取り組む。

●指導事項
介護過程の意義と役割
・介護過程とは
・事例検討等の必要性

●教材
教科書、副教材、プリント、ＰＣ
端末

【知識・技能】
介護過程の展開における科学的な根拠とは何
かを例を示しながらその意味を理解すること
ができるか。
【思考・判断・表現】
サービス利用者の課題に対し、必要な援助は
何かを考察し援助方法考え出すことができる
か。
【主体的に学習に取り組む態度】
サービス利用者の課題に対し、必要な援助は
何かをグループワークを通して他者と共に導
き出すことができるか。

○ ○ ○ 20

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○ ○

○

1

２
学
期

・介護過程の理解
【知識及び技能】
サービス利用者のアセスメントを
活用し、介護計画に必要な情報の
集約に対する知識を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
サービス利用者のアセスメントを
見返し、必要なの情報の取捨選択
における判断ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
サービス利用者のアセスメントを
見返し、必要なの情報の取捨選択
について協働的に取り組む態度を
養う。

●指導事項
介護過程の理解
・介護過程の展開
・アセスメント
・介護計画の立案
・介護の実施、評価

●教材
教科書、副教材、プリント、ＰＣ
端末

【知識・技能】
アセスメントで得たもを見返し、サービス利
用者の心身の状況や思いなどが正しく記入で
きるか。
【思考・判断・表現】
アセスメントで得られた情報について、サー
ビス利用者の思いやできることなどが正しく
記入されているか判断ができるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者とともにアセスメントを見返し、必要な
の情報の取捨選択がされているか、他者と話
し合いをすることができるか。

○ ○ ○ 32

期末考査

小テスト
○ ○

３
学
期

・介護過程の実践的展開
【知識及び技能】
事例研究を通してサービス利用者
の心理や生活状態などについて理
解するとともに、関連する技術を
身に付ける。
【思考、判断、表現等】
サービス利用者の心身状況をもと
に、科学的根拠に基づいた介護援
助計画に必要な援助方法を考える
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
サービス利用者の心身状況をもと
に、科学的根拠に基づいた介護援
助計画に必要な援助方法を主体的
かつ協働的に取り組む。

●指導事項
介護過程の実践的展開
・介護過程の実践的展開
・介護過程展開の実際

●教材
教科書、副教材、プリント、ＰＣ
端末

【知識・技能】
情報の解釈、関連づけ、統合化に関する知識
をもとに、アセスメントで得た情報から介護
計画作成の実践ができるか。
【思考・判断・表現】
サービス利用者の情報をもとに科学的根拠に
基づいた個別性を主とした介護援助計画を作
成することができるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
事例を読み解き、介護計画の評価について課
題を発見し、解決しようとしている。

○

期末考査

○ ○

70

○ 15

1

合計

1



年間授業計画

教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

35

○ 11

小テスト 1

合計

○ ○

○

３
学
期

知識と技術の統合化（事例検討）
【知識及び技術】
習得した知識と技術を関連付け、
利用者の状況に応じた介護の根拠
を理解するとともに、場面に応じ
た実践的な技術を身に付ける。
【思考、判断、表現等】
利用者の状態や意向から生活課題
を分析し、自立支援の視点に基づ
いた適切な介護を判断し、その根
拠を論理的に表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
専門職としての自覚を持ち、より
良い介護を目指して自己の技術を
客観的に振り返りながら、主体的
かつ協働的に取り組む。

・指導事項
知識と技術の統合化（事例検討）

・教材
副教材、プリント、PC端末

【知識及び技術】
演習を通して、利用者の心身の状況に応じた
介護の根拠について理解するとともに、適切
な介護の手順をワークシートに記入する。
【思考、判断、表現等】
事例から利用者の意向や生活課題に合わせた
具体的な援助方法を考え、その理由や留意点
についてプリントに記入する。
【学びに向かう力、人間性等】
演習やグループワークでの気づきについて、
周囲と積極的に意見を出し合い、より良い介
護方法を見つけ出し、実技や発表で表現す
る。

○

1

1

２
学
期

実習後の学び、報告会準備
【知識及び技術】
実習の振り返り等を通してサービ
ス利用者の心理や生活状態などに
ついて理解するとともに、関連す
る技術を身に付ける。
【思考、判断、表現等】
介護実習や福祉活動などから得た
体験についての課題を発見し、職
業人に求めらる倫理観を踏まえ科
学的な根拠に基づいて創造的に解
決する。
【学びに向かう力、人間性等】
介護実習がや福祉活動などから得
た体験について自ら学び、事例研
究に主体的かつ協働的に取り組
む。

・指導事項
実習後の学び、報告会準備

・教材
副教材、プリント、PC端末

【知識・技能】
介護実習を通して、利用者の心理や生活状態
などについて、理解するとともに記入する。
【思考・判断・表現】
介護実習から福祉専門職として必要な援助方
法や価値観について考え、プリントに記入す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
介護実習の経験から得た課題について、解決
方法などをグループの中で話し合い、より良
い方法を見つけ出し、発表する。

○ ○ ○ 11

実習報告会

小テスト
○ ○

態
配当
時数

１
学
期

介護実習の準備
【知識及び技能】
介護実習が適切かつ総合的に展開
できるように、介護実習の意義や
目的などについて理解するととも
に、関連する技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
介護実習を通して個人情報保護や
リスクマネジメントなどについて
課題を発見し、職業人に求められ
る倫理観を踏まえ科学的な根拠に
基づいて創造的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
地域での継続した生活を支援する
介護実習について自ら学び、主体
的かつ協働的に取り組む。

・指導事項
介護実習に向けた準備、演習

・教材
副教材、プリント、PC端末

【知識・技能】
特別養護老人ホームの概要のみならず、意義
や目的、実習生としての心構えなどの説明さ
れた内容を理解し、適切に記入する。
【思考・判断・表現】
これまで他科目で学んだ知識と技術を統合
し、具体的な事例について考察し、より良い
生活支援について記入する。
【主体的に学習に取り組む態度】
具体的な事例をから得た課題について、解決
方法などをグループの中で話し合い、より良
い方法を見つけ出し、発表する。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

介護総合演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地域福祉や福祉社会について体系的・系統的に理
解するとともに、関連する技術を身につける。

地域福祉や福祉社会に関する課題を発見し、職業
人に求められる倫理観を踏まえ解決策を探求し、
科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養
う。

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、
地域福祉や福祉社会の創造と発展に主体的かつ協
働的に取り組む態度を養う。

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に
主体的かつ協働的に取り組む姿勢を養う。

福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、地域福祉の
推進と持続可能な社会福祉の創造と必要な資質・能力を育成する。

副教材：最新　介護福祉士養成講座　１０　介護総合演習・介護実習

福祉
福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、福祉を通
じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可能な社会福祉の発展を担う職業人として必要な
資質・能力を育成する。

【 知　識　及　び　技　能 】 福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける。

福祉 介護総合演習
福祉 介護総合演習 1

高等学校 令和８年度（２学年用） 



年間授業計画

 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

○ ○ 175

175

３
学
期

多様な介護現場における実習
【知識及び技能】
サービス利用者の心身の状況や生
活を送る上で、おこなっているこ
と・できることや生活上の思いな
どについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
サービス利用者に対し、コミュニ
ケーションを通して個々の思いや
考えを引き出し、それに合わせた
関わりを通して、必要な援助につ
いて思考する。
【学びに向かう力、人間性等】
サービス利用者に対し、多様なコ
ミュニケーション方法を主体的か
つ協働的にに取り組む。

・指導事項
多様な介護の場における実習

・教材
副教材、プリント、実習日誌

【知識・技能】
サービス利用者の心身の状況や生活を送る上
で、おこなっていること・できることや生活
上の思いなどをアセスメントシートに記入す
る。
【思考・判断・表現】
サービス利用者のアセスメントシート作成の
ため、コミュニケーションを通してその方の
思いなどについて考察し、個別性を意識しな
がら適切に記入する。
【主体的に学習に取り組む態度】
サービス利用者のアセスメントシート作成の
ために、個人の考えなどを引き出すため、コ
ミュニケーションを主体として関わりを行
う。また、反省会で実習指導者と自身の情報
をコミュニケーションを通して伝え合う。

○
２
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展
に主体的かつ協働的に取り組む姿勢を養う。

福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、福祉を
通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可能な社会福祉の発展を担う職業人として
必要な資質・能力を育成する。

福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、根拠に
基づいた介護及び支援を実践するために必要な資質・能力を育成する。

態
配当
時数

介護実習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

介護及び支援の実践について体系的・系統的に
理解するとともに、関連する技術を身につけ
る。

介護及び支援の実践に関する課題を発見し、職
業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠
に基づいて創造的に解決する力を養う。

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学
び、介護及び支援の適切な実践に主体的かつ協
働的に取り組む態度を養う。

副教材：最新　介護福祉士養成講座　１０　介護総合演習・介護実習

福祉

【 知　識　及　び　技　能 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける。

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

高等学校 令和８年度（２学年用） 福祉 介護実習
福祉 介護実習 5



年間授業計画

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組

使用教科書： ７実教　福祉３０４　こころとからだの理解 副教材：最新　介護福祉士養成講座　11　こころとからだの理解

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技術】 【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○ 1

・指導項目 【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○ 1

【知識及び技術】 ・指導項目 【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○ 1

・指導項目 【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
【学びに向かう力、人間性等】 ・教材

定期考査 ○ ○ 1

・指導項目 【知識及び技術】

【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
【学びに向かう力、人間性等】

・教材

定期考査 ○ ○ 1

合計

70

○ 10

休息・睡眠・人生の最終段階のケア
における人の心身機能、個々に合わ
せた休息・睡眠・人生の最終段階の
ケアの援助方法について、理解を通
して記述、技術の実践をする

●休息・睡眠に関連したこころとか
らだのしくみ
休息・睡眠のしくみ、変化の気づき
と対応、心身機能低下が及ぼす影響

休息・睡眠・人生の最終段階のケアにおける人
の心身機能、その人らしい休息・睡眠・人生の
最終段階のケアの援助方法について、理解した
内容をワークシートに記入し、技術を実践して
いるか●人生の最終段階のケアに関連した

こころとからだのしくみ

休息・睡眠・人生の最終段階のケアにおける人
の心身機能、休息・睡眠・人生の最終段階のケ
アの援助方法について、安全安楽の援助につい
て考察した内容を記入しているか

休息・睡眠・人生の最終段階のケア
における人の心身機能、個々に合わ
せた休息・睡眠・人生の最終段階の
ケアの援助方法について考察し、内
容を記入する

人生の最終段階、「死」に対するここ
ろの理解、終末期の危篤等の理解、
医療職との連携

休息・睡眠・人生の最終段階のケアにおける人
の心身機能、休息・睡眠・人生の最終段階のケ
アの援助方法について理解し、利用者の安全安
心につながる援助方法について、グループワー
クで話し合った内容をまとめているか

・休息・睡眠に関連したこころとか
らだのしくみ
・人生の最終段階のケアに関連した
こころとからだのしくみ

３

学

期

【知識及び技術】

○ ○

休息・睡眠・人生の最終段階のケア
における人の心身機能、個々に合わ
せた休息・睡眠・人生の最終段階の
ケアの援助方法について理解し、グ
ループで話し合った内容をまとめて
発表する

教科書、テキスト、ワークシート、
一人一台端末

○ ○

２

学

期

17

入浴・清潔保持における人の心身機
能、適切な洗身洗髪の援助方法につ
いて、理解を通して記述、技術の実
践をする

●入浴・清潔保持に関連したこ
ころとからだのしくみ
入浴・清潔保持のしくみ、変化
の気づきと対応、心身機能低下
が及ぼす影響

入浴・清潔保持における人の心身機能、状態に
合わせた洗身洗髪の援助方法について、理解し
た内容をワークシートに記入し、技術を実践し
ているか

入浴・清潔保持における人の心身機能、状態に
合わせた洗身洗髪の援助方法について、安全安
楽の援助について考察した内容を記入している
か

・教材

○ 16

家事における人の心身機能、基本的
な家事支援の援助方法について、理
解を通して記述、技術の実践をする

●家事に関連したこころとから
だのしくみ
家事のしくみ、変化の気づきと
対応、心身機能低下が及ぼす影
響

家事における人の心身機能、その人らしい生活
につながる家事の援助方法について、理解した
内容をワークシートに記入し、技術を実践して
いるか

家事における人の心身機能、その人らしい生活
につながる家事の援助方法について、安全安楽
の援助について考察した内容を記入しているか

家事における人の心身機能、基本的
な家事支援の援助方法について考察
し、内容を記入する

家事における人の心身機能、その人らしい生活
につながる家事の援助方法について理解し、利
用者の安全安心につながる援助方法について、
グループワークで話し合った内容をまとめてい
るか

入浴・清潔保持における人の心身機
能、適切な洗身洗髪の援助方法につ
いて考察し、内容を記入する

教科書、テキスト、ワークシート、
一人一台端末

入浴・清潔保持における人の心身機能、状態に
合わせた洗身洗髪の援助方法について理解し、
利用者の安全安心につながる援助方法につい
て、グループワークで話し合った内容をまとめ
ているか

入浴・清潔保持における人の心身機
能、適切な洗身洗髪の援助方法につ
いて理解し、グループで話し合った
内容をまとめて発表する

・家事に関連したこころとからだの
しくみ

【知識及び技術】

家事における人の心身機能、基本的
な家事支援の援助方法について理解
し、グループで話し合った内容をま
とめて発表する

教科書、テキスト、ワークシート、
一人一台端末

食事介護における人の心身機能、食
事の援助方法について理解し、グ
ループで話し合った内容をまとめて

発表する

食事介護における人の心身機能、食事の援助方
法について理解し、利用者の安全安心につなが
る援助方法について、グループワークで話し
合った内容をまとめているか

・食事に関連したこころとからだの
しくみ

【知識及び技術】

○

・入浴・清潔保持に関連したこころ
とからだのしくみ

○ ○ ○

排泄における人の心身機能、オムツ交換の援助
方法について、理解した内容をワークシートに
記入し、技術を実践しているか

●排泄に関連したこころとからだの
しくみ
排泄のしくみ、変化の気づきと対
応、心身機能低下が及ぼす影響 排泄における人の心身機能、オムツ交換の援助

方法について、安全安楽の援助について考察し
た内容を記入しているか排泄における人の心身機能、オムツ

交換の援助方法について考察し、内
容を記入する 教科書、テキスト、ワークシート、

一人一台端末 排泄における人の心身機能、オムツ交換の援助
方法について理解し、利用者の安全安心につな
がる援助方法について、グループワークで話し
合った内容をまとめているか

排泄における人の心身機能、オムツ
交換の援助方法について理解し、グ
ループで話し合った内容をまとめて
発表する

食事介護における人の心身機能、食
事の援助方法について考察し、内容
を記入する

・教材 食事介護における人の心身機能、食事の援助方
法について、安全安楽の援助について考察した
内容を記入しているか

教科書、テキスト、ワークシート、
一人一台端末

態 配当
時数

・排泄に関連したこころとからだの
しくみ

１

学

期

・指導項目

○ ○ ○ 10

排泄における人の心身機能、オムツ
交換の援助方法について、理解を通
して記述、技術の実践をする

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○ ○ 12

食事介護における人の心身機能、食
事の援助方法について、理解を通し
て記述、技術の実践をする

●食事に関連したこころとからだの
しくみ

食事介護における人の心身機能、食事の援助方
法について、理解した内容をワークシートに記
入し、技術を実践しているか

食事のしくみ、変化の気づきと対
応、心身機能低下が及ぼす影響

こころとからだの理解 福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、介護を
実践するための人間の理解に必要な資質・能力を育成する

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自立生活の支援に必要なこころとから
だについて体系的・系統的に理解する
とともに、関連する技術を身につける

自立生活の支援に必要なこころとから
だに関する課題を発見し、職業人に求
められる倫理観を踏まえ科学的な根拠
に基づいて創造的に解決する力を養う

健全で持続的な社会の構築を目指
して自ら学び、こころとからだに
基づいた自立生活の支援に主体的
かつ協働的に取り組む態度を養う

福祉
福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、福祉を
通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可能な社会福祉の発展を担う職業人として
必要な資質・能力を育成する

【 知　識　及　び　技　能 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発
展に主体的かつ協働的に取り組む姿勢を養う

野津田 福祉 こころとからだの理解
福祉 こころとからだの理解 2


